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昨
年
四
月
施
行
さ
れ
た
個
人
情

報
保
護
法
は
、
現
在
そ
の
解
釈
を

め
ぐ
っ
て
過
剰
反
応
等
若
干
の
混

乱
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
卒
業
生
の

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
同
窓
会
も

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
と
み
な
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

静
中
・
静
高
同
窓
会
は
個
人
情

報
保
護
法
の
趣
旨
に
も
と
づ
き
同

窓
会
員
の
個
人
情
報
を
下
記
の
通

静
中
静
高
創
立
一
二
五
周
年
を

記
念
し
て

高
館
が
建
設
さ
れ
、そ

れ
を
機
に
毎
年
六
月
の
静
高

高

祭
に
合
わ
せ
て
、

高
館
で
Ｏ
Ｂ

文
化
祭
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
野
球
部
が
創
部
一

一
〇
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
第
三

回
Ｏ
Ｂ
文
化
祭
と
し
て
野
球
部
創

部
一
一
〇
周
年
記
念
展
示
会
を
六

月
三
日
（
土
）

高
館
（
静
高
校

内
）
で
開
催
し
ま
す
。

大
正
一
五
年
の
甲
子
園
全
国
大

会
優
勝
時
の
貴
重
な
サ
イ
ン
ボ
ー

ル
を
は
じ
め
、
静
中
時
代
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
天
覧
試
合
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
や
写
真
、
そ
し
て
数
々
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
や
甲
子
園
大
会
で
の

今
後
は
以
下
の
方
針
で
臨
む
こ
と

と
し
ま
す
。

一．
「
個
人
情
報
の
取
扱
方
針
」
を

制
定
し
、
以
後
の
運
用
は
こ
れ

に
従
い
ま
す
。

二．

次
回
会
員
名
簿
の
作
成
は
当

初
平
成
一
八
年
末
を
予
定
し
て

り
管
理
・
運
用
し
ま
す
。

記

一．

個
人
情
報
の
内
容
は
以
下
の

ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
等
々
、
一
一
〇
年

の
歴
史
を
飾
る
品
々
を
数
多
く
展

示
す
る
予
定
で
す
。

展
示
以
外
で
は
、
甲
子
園
大
会

い
ま
し
た
が
、
発
行
時
期
を
若

干
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

三．
「
個
人
情
報
の
取
扱
方
針
」
は

次
回
総
会
で
報
告
す
る
と
と
も

に
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
な
ど
会
員
へ
の
周
知
徹

底
を
図
り
ま
す
。

項
目
と
し
ま
す
。

①
氏
名
　
②
期
　
③
全
定
の
区

別
　
④
性
別
　
⑤
住
所
　
⑥
自

宅
電
話
番
号
　
⑦
勤
務
先
名

⑧
勤
務
先
住
所
　
⑨
勤
務
先
電

で
の
ビ
デ
オ
上
映
や
ト
ー
ク
等
、

様
々
な
催
し
を
企
画
し
た
い
と
考

え
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
日
本
航
空
高
校

を
招
い
て
の
招
待
試
合
を
一
〇
時

よ
り
静
高
グ
ラ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

校
舎
内
で
は
、静
高
の
生
徒
が

高
祭
の
一
環
と
し
て

高
展
を
開

催
し
、
文
化
部
各
部
に
よ
る
展
示

や
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
の
発
表

等
を
行
い
ま
す
。

学
校
中
が
賑
わ
う
時
で
す
の
で
、

同
窓
生
の
皆
様
も
ぜ
ひ
母
校
を
訪

れ
、
Ｏ
Ｂ
文
化
祭
に
も
お
顔
を
見

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
　
蔭
山
昌
弘
）

話
番
号
　
⑩
連
絡
先
（
海
外
在

住
等
の
場
合
）

二．

利
用
目
的
は
以
下
の
範
囲
に

限
定
し
ま
す
。

静
岡
高
校
校
長
に
、
県
立
中
央

図
書
館
館
長
だ
っ
た
岩
崎
功
氏
が

四
月
に
着
任
し
た
。
岩
崎
新
校
長

は
静
岡
市
清
水
区
村
松
出
身
。
一

①
同
窓
会
報
、
同
窓
会
か
ら
の

郵
送
、
通
知
等
の
た
め

②
同
期
会
お
よ
び
各
支
部
の
総

会
開
催
に
か
か
る
各
期
代
表

理
事
、
副
代
表
理
事
、
各
支

部
長
へ
の
資
料
提
供
の
た
め

（
紙
媒
体
・
電
磁
媒
体
）

③
三
年
に
一
度
（
原
則
）
の
同

窓
会
名
簿
の
作
成
、
発
行
、

頒
布
の
た
め
（
書
籍
）

④
母
校
部
活
動
に
対
す
る
寄
付

の
要
請
等
支
援
の
た
め

⑤
母
校
（
静
中
・
静
高
）
か
ら
卒

業
生
へ
通
知
等
の
た
め
（
紙

九
四
八
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
理

学
部
卒
。
岩
崎
校
長
は
、
県
教
委

事
務
局
参
事
兼
高
校
教
育
課
長
、

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
館
長
、
高

媒
体
・
電
磁
媒
体
）

三．

第
三
者
へ
の
情
報
提
供
は
前

記
利
用
目
的
の
範
囲
を
超
え
て

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
同
窓
会
名
簿
作
成
の

際
は
会
員
に
対
し
は
が
き
等
郵

送
に
て
情
報
内
容
の
正
確
性
を

期
す
と
と
も
に
、
第
三
者
へ
の

個
人
情
報
提
供
の
可
否
を
確
認

し
ま
す
。

四．

情
報
の
更
新
は
以
下
の
方
法

で
行
い
ま
す
。

①
本
人
（
死
亡
等
の
場
合
は
そ

の
家
族
）
か
ら
の
更
新
申
請

②
各
期
代
表
理
事
、
副
代
表
理

事
に
よ
る
調
査

③
同
窓
会
名
簿
作
成
時
の
全
員

へ
の
は
が
き
郵
送
に
よ
る
調

査

五．

個
人
情
報
は
同
窓
会
事
務
局

と
情
報
管
理
会
社
の
二
ヶ
所
で

厳
重
・
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

①
同
窓
会
事
務
局

校
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
校
是

で
あ
る

高
の
精
神
の
高
揚
と
共

に
、
将
来
の
日
本
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
目
標
と
し
、
人
間
性

の
涵
養
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

前
校
長
の
遠
藤
亮
平
氏
は
県
教

委
教
育
長
に
就
任
さ
れ
た
。

遠
藤
氏
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
五

年
間
、
校
長
職
を
務
め
、
こ
の
間

静
高
と
友
好
関
係
に
あ
る
モ
ン

ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
第
四

八
学
校
は
生
徒
が
急
増
、
教
室
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

ほ
ど
日
本
政
府
の
援
助
に
よ
り
、

三
階
建
の
鉄
筋
校
舎
が
完
成
、
約

九
百
人
の
小
・
中
学
生
が
利
用
で

き
、
学
校
関
係
者
は
大
喜
び
で
、

日
本
に
感
謝
し
て
い
る
。

静
高
同
窓
会
常
任
幹
事
の
藤
田

栄
氏
（
64
期
）
が
、
こ
の
ほ
ど
モ

個
人
情
報
の
取
扱
い
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
を
切

断
し
、
そ
の
情
報
は
複
数
の

電
磁
媒
体
に
保
存
し
ま
す
。

②
㈱
エ
ス
ビ
ー
エ
ス
情
報
シ
ス

テ
ム

同
窓
会
名
簿
の
作
成
、
発
行

の
委
託
先
で
あ
り
、
契
約
に

よ
り
適
切
な
管
理
を
義
務
付

け
、
実
施
さ
せ
て
い
ま
す
。

（
ご
注
意
）

同
窓
会
が
会
員
名
簿
を
作
成
す

る
た
め
に
、
自
宅
住
所
・
勤
務
先

等
の
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
場
合

は
同
時
に
同
窓
会
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
、
厳
重
な
管

理
の
も
と
に
実
施
し
ま
す
。

同
窓
会
と
関
係
な
い
名
簿
業
者

等
に
よ
る
、
個
人
情
報
照
会
に
は

安
易
に
応
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

（
同
窓
会
事
務
局
）

本
校
創
立
一
二
五
周
年
で
記
念
式

典
や
各
種
事
業
を
陣
頭
指
揮
し
た
。

「

高
館
」
や
「
静
高
ド
ー
ム
」
の

名
付
け
親
で
も
あ
る
。

校
是
で
も
あ
る

高
の
精
神
と

文
武
両
道
を
推
進
し
、
生
徒
の
学

習
環
境
や
生
活
を
整
備
す
る
た
め

全
国
に
先
駆
け
、「
土
曜
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
」
の
実
施
と
定
着
に
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
。

（
97
期
　
下
岡
洋
二
）

＝
岩
崎
校
長
の
「
着
任
に
あ
た
っ

て
」
は
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
＝

ン
ゴ
ル
を
訪
問
、
四
八
学
校
を
バ

ッ
タ
ツ
ー
ル
校
長
の
案
内
で
視
察

し
た
。
同
校
は
四
、
三
〇
〇
人
の

生
徒
が
い
る
小
・
中
・
高
一
貫
性

の
マ
ン
モ
ス
校
。
日
本
語
教
育
も

熱
心
で
、
三
百
人
を
越
す
生
徒
が

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
教

室
の
一
つ
を
藤
田
教
室
と
名
付

け
、
教
室
の
正
面
に
藤
田
氏
の
写

真
を
か
ざ
っ
て
あ
り
、
藤
田
氏
が

教
室
に
入
っ
て
行
く
と
生
徒
た
ち

は
大
喜
び
。
ま
た
バ
ッ
タ
ツ
ー
ル

校
長
は
「
藤
田
育
英
資
金
は
先
生

の
教
育
向
上
、
生
徒
た
ち
の
勉
学

向
上
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
た
。

同
校
の
悩
み
の
一
つ
は
生
徒
数

の
増
加
。
遊
牧
民
族
の
学
校
近
く

へ
の
移
動
が
増
え
、
子
供
た
ち
の

就
学
数
の
増
加
と
、
政
府
の
八
歳

入
学
か
ら
七
歳
入
学
に
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
四
、
五
年
前
は
、
三
、

二
〇
〇
人
で
あ
っ
た
生
徒
数
が
急

増
し
教
室
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。

こ
の
対
策
に
協
力
し
た
の
が
日

本
政
府
。「
第
三
次
初
等
教
育
施

設
整
備
計
画
」
に
よ
る
増
築
で
、

一
六
〇
億
円
を
支
援
し
、
そ
の
中

に
第
四
八
学
校
が
含
ま
れ
、
二
五

教
室
増
築
の
校
舎
が
完
成
し
た
。

藤
田
氏
が
「
こ
の
立
派
な
校
舎

を
静
高
の
遠
藤
亮
平
校
長
に
見
て

も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
が

遠
藤
さ
ん
は
今
回
の
異
動
で
、
県

教
育
長
に
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。」

と
い
う
と
、
バ
ッ
タ
ツ
ー
ル
校
長

は
「
静
高
の
校
長
時
代
に
お
会
い

し
た
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
く
れ

ぐ
れ
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん

ば
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
伝
え
下
さ

い
」
と
話
し
た
。

（
編
集
委
員
）

維
持
費
の
振
り
込
み
用
紙
が
三

連
式
に
な
っ
た
こ
と
で
お
問
い
合

わ
せ
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

急
に
三
倍
に
値
上
が
り
し
た
の

か
と
驚
か
れ
た
皆
さ
ん
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
維
持
費
は
今
ま
で

ど
お
り
、年
間
二
〇
〇
〇
円
で
す
。

三
連
式
の
ど
れ
か
一
枚
を
使
っ

て
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
前
号
で
ご
紹
介
し
た
「
静

中
・
静
高
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
ア
ド
レ
ス
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
正
し
い
ア
ド
レ
ス
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shizuko-dosokai@po4.across.or.jp

Ｈ
Ｐ

http://www.shizuko-dosokai.jp/

（
編
集
委
員
）
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完成したウランバートルの第四八学校増築校舎。
人物中央が藤田氏 遠藤亮平氏

岩崎　功氏

野
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野
球
部
が
一
一
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周
年

野
球
部
が
一
一
〇
周
年

保
護
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
決
め
る

同
窓
会
　
利
用
限
定
し
慎
重
管
理

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
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よ
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よ
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よ
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よ
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よ
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よ
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よ
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よ
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よ
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事
務
局
だ
よ
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事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

静
高
校
長
に
岩
崎
　
功
氏

遠
藤
前

校
長
は
県
教
育
長
に

6月3日記念展

ビデオ上映やトークも

モ
ン
ゴ
ル
に
鉄
筋
校
舎

日
本
が
援
助
　
藤
田
氏
（
64
期
）
が
訪
問

個
人
情
報
「
取
扱
方
針
」
を
制
定

個
人
情
報
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取
扱
方
針
」
を
制
定
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人
情
報
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高館で開催


